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海岸漂着物処理推進法が議員立法により成立（平成21年7月）
第29条 政府は、海岸漂着物対策を推進するために必要な財政
上の措置を講じなければならない。

環境省

都道府県

事業計画 事業実績
報告

海洋ごみの及ぼす

様々な影響

海洋ごみの及ぼす

様々な影響

長崎県
対馬市

海洋環境船舶航行

観光･漁業沿岸居住環境

国内外問わず様々な地域からご
みが漂着（漂着地に責任無し）
国内外問わず様々な地域からご
みが漂着（漂着地に責任無し）

漂着地のみの努力
では解決困難

漂着地のみの努力
では解決困難

補助金
交付

補助金
交付

補助金
交付

海岸漂着物等地域対策推進事業
地方公共団体が実施する海岸漂着物等及び漂流・海底ごみの回収・

処理に係る事業、発生抑制対策に係る事業等に対し、補助金で支援。
補助率：7～9/10）平成21年度～
地方負担に対する特別交付税措置 80％

※北朝鮮籍とみられる漂着木造船等の処理の場合、補助率：8.5～
9.5/10で地方負担に対する特別交付税措置100％

海岸漂着物等地域対策推進事業
地方公共団体が実施する海岸漂着物等及び漂流・海底ごみの回収・

処理に係る事業、発生抑制対策に係る事業等に対し、補助金で支援。
補助率：7～9/10）平成21年度～
地方負担に対する特別交付税措置 80％

※北朝鮮籍とみられる漂着木造船等の処理の場合、補助率：8.5～
9.5/10で地方負担に対する特別交付税措置100％

重機やボランティアによるごみの回収処理活動

環境省 海岸漂着物等地域対策推進事業

地域計画
の策定

回収処理
発生抑制
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海岸漂着物地域対策推進事業による回収・処理量

単位
1,000トン



海岸漂着物等地域対策推進事業

（before）

（after）



ごみ拾いをスポーツに！

 スポーツ×ごみ拾い「スポGOMI（スポゴミ）」は、5人までのチーム対抗で、1時間
の制限時間の中、決められたエリア内で集めたごみの量と質を競い合う、という日
本生まれの最も地球にやさしいスポーツである。

 ごみ拾い活動にスポーツ的な要素を組み込み、その競技性や楽しさなどからまずは
ごみ拾い活動に参加してもらい易い仕組みになっており、これまで約800大会、約
8万8千人が参加している。また、ロシア、ミャンマー、韓国、パナマ、ハワイなどでも
大会が開催されている。

 スポーツ×ごみ拾い「スポGOMI（スポゴミ）」は、5人までのチーム対抗で、1時間
の制限時間の中、決められたエリア内で集めたごみの量と質を競い合う、という日
本生まれの最も地球にやさしいスポーツである。

 ごみ拾い活動にスポーツ的な要素を組み込み、その競技性や楽しさなどからまずは
ごみ拾い活動に参加してもらい易い仕組みになっており、これまで約800大会、約
8万8千人が参加している。また、ロシア、ミャンマー、韓国、パナマ、ハワイなどでも
大会が開催されている。

（日本スポGOMI連盟 一般社団法人ソーシャルスポーツイニシアチブ）

スポGOMI活動写真① スポGOMI活動写真②



まち美化アダプト・プログラム（＋飲料業界の取組）

 飲料容器の散乱防止に取り組む食環協は、市民と行政の協働による新たなまち
美化手法「アダプト・プログラム」の普及を推進している。市民が、道路、河川、公
園等の公共スペースを養子に見立て我が子のように愛しみ、清掃美化を行い、行
政がそれを支援する同プログラムは、現在では、45,000団体以上、約250万人
が参加する広がりをみせ、地域の環境美化に貢献している。

 清涼飲料業界は、「PETボトルの100％有効利用」を2030年度までに実現する
ため、ボトルtoボトルのリサイクルの推進に取り組んでいる。

 飲料容器の散乱防止に取り組む食環協は、市民と行政の協働による新たなまち
美化手法「アダプト・プログラム」の普及を推進している。市民が、道路、河川、公
園等の公共スペースを養子に見立て我が子のように愛しみ、清掃美化を行い、行
政がそれを支援する同プログラムは、現在では、45,000団体以上、約250万人
が参加する広がりをみせ、地域の環境美化に貢献している。

 清涼飲料業界は、「PETボトルの100％有効利用」を2030年度までに実現する
ため、ボトルtoボトルのリサイクルの推進に取り組んでいる。

（公益社団法人食品容器環境美化協会 / 一般社団法人全国清涼飲料連合会）

清掃活動写真① 清掃活動写真②







＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

○ 漁業者等により構成された活動組織等が⾏う、⽔産業・漁村の多⾯的機能の
発揮に資する以下の取り組みを⽀援します。
① 環境・⽣態系保全
ア ⽔域の保全
藻場、サンゴ礁の保全、種苗放流等の活動を⽀援します。

イ ⽔辺の保全
⼲潟、ヨシ帯の保全、内⽔⾯の⽣態系の維持・保全、漂流漂着物の
回収・処理等の活動を⽀援します。

② 海の安全確保
国境・⽔域の監視、海の監視ネットワーク強化、海難救助等を⽀援します。
※ 上記の①及び②に併せて実施する多⾯的機能の理解・増進を図る取組
を⽀援します。

⽔産多⾯的機能発揮対策 【令和２年度予算概算決定額 2,299（2,855）百万円】

＜対策のポイント＞
環境・⽣態系の維持・回復や安⼼して活動できる海域の確保など、漁業者等が⾏う⽔産業・漁村の多⾯的機能の発揮に資する地域の活動を⽀援します。
＜政策⽬標＞
○環境・⽣態系の維持・回復（対象⽔域での⽣物量を５年間で20％増加［令和２年度まで］）
○安⼼して活動できる海域の維持（環境異変等への早期対応件数の割合を５年間で20％増加［令和２年度まで］）

［お問い合わせ先］ ⽔産庁計画課（03-3501-3082）

＜事業の流れ＞

国 地域協議会
（県・市・漁協等）

活動組織定額 定額

① 定額（1/2相当）
② 定額（ただし、資機材の整備は1/2以内）

・ 交付率︓

国境・⽔域の監視

⼲潟の保全（⼲潟の耕うん）

藻場の保全（ウニの駆除）

漂流漂着物の回収・処理



災害関連緊急大規模漂着流木等処理対策事業（農林水産省、国土交通省）

○ 目 的 ：洪水、台風等により海岸に漂着した流木及びゴミ等並びに外国から海岸に漂着したものと思わ
れる流木及びゴミ等が異常に堆積し、これを放置することにより、海岸保全施設の機能を阻害すること
となる場合に、緊急的に流木等の処理を実施

○事業実施主体：
海岸管理者（都道府県、市町村）

○補助率 ：１／２

○災害関連事業として実施

（複数の海岸に堆積した漂着ゴミの処理）

複数の海岸を対象範囲とし、漂着量の
合計が1,000m3以上の漂着ゴミを対象
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海岸漂着ゴミや流木等の状況と
処理状況

※本事業の対象となる流木及びゴミ等の漂着範
囲が複数の海岸であり、関係者が協働して一体
的・効率的に処理する場合には、事業主体数に
かかわらず漂着量の合計が1,000m3以上であ
れば、補助対象となる。ただし、１事業主体の補
助対象となる事業費は、200万円以上とする。

○採択基準：
（１）海岸保全区域内に漂着したもの
（２）堤防、突堤、護岸、胸壁、離岸堤等の海岸保全
施設の区域及びこれら施設から１キロメートル以
内の区域に漂着したもの

（３）漂着量が1,000m3以上のもの
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